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【はじめに】近年，健康長寿のためのヘルスケアデバイス開発が重要視されている。我々は独自

のアプローチとして，延長ゲート有機電界効果トランジスタ (OFET) を用いた生体重要化学種の

検出をおこなっている[1-4]。 その一環として，免疫系ストレスマーカーとして研究されているヒ

ト免疫グロブリン A (IgA)
[5]の非標識検出を試みたので，その結果について報告する。 

【実験】デバイス構造を Fig. 1 に示す。IgA の検出は水溶液中でおこなわれるため，デバイスを低

電圧で駆動させる必要がある。そこで本デバイスでは，テトラデシルホスホン酸単分子膜/AlOx

の二重ゲート絶縁膜を用いることで，低電圧で駆動するよう設計・試作した。IgA の検出は，延

長ゲート電極上での免疫反応を利用した。延長ゲート電極 (Au) の表面上に抗 IgA 抗体を化学修

飾した後，非標識 IgA の添加をおこない，トランジスタ特性を測定した。なお，ゲート電圧は参

照電極 (Ag/AgCl) により，水溶液中において印加した。 

【結果･考察】延長ゲート電極表面の仕事関数と水接触角を測定したところ，表面の化学修飾に起

因する変化が確認された。次に，ヒト血清アルブミン (HSA) 存在下において IgA の検出を行っ

たところ，濃度増大に伴う明瞭なトランジスタ特性の変化が観測された。閾値電圧と濃度の関係

を Fig. 2 に示す。この変化は，正電荷を有する IgA が延長ゲート電極上に捕捉されたことにより

発現したと推測される。また，当該変化は干渉物質となり得る HSA 存在下においても観察された。

一方，他のタンパク質 (アミラーゼ) の添加においては類似の変化が観察されなかった。これらの

結果は，電極上での IgA の捕捉が免疫反応によりおこなわれたことを示唆している。詳細は当日

報告する。 
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Fig. 1. The device structure of the IgA OFET 

sensor. 

Fig. 2. Changes in the threshold voltages 

of the OFET by addition of IgA. 
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